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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力信号を復調する復調器であって、
　前記復調器（２００）への入力信号（２０１）をベースバンド信号（２０３）に変換す
るベースバンドコンバータ（２０２）と、
　前記ベースバンド信号（２０３）を等化し、第1等化済み信号（３２８）を出力する複
素数値イコライザ（３２６）と、
　複素数値イコライザ（３２６）から出力された前記第１等化済信号（３２８）に基づい
て、位相および／または周波数補正信号を生成するように構成されるＰＬＬサブユニット
（３４０）と、
　前記位相および／または周波数補正信号に基づいて、前記ベースバンド信号（２０３）
における周波数オフセットを補正し、補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）を
出力するように構成される、前記ＰＬＬサブユニット（３４０）と前記複素数値イコライ
ザ（３２６）とを含むＰＬＬ回路（２０９）と、
　前記補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）から導出された信号と、前記位相
および／または周波数補正信号に基づいて、前記複素数値イコライザの複素数値フィルタ
係数を決定するように構成されるプロセッサ（２１６）とを備え、
　前記ベースバンド信号から導出された信号は、複素数値イコライザ（３２６）により等
化されていない信号である、ことを特徴とする復調器。
【請求項２】
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　前記ＰＬＬ回路（２０９）の出力信号である補正された複素数値ベースバンド信号（２
１０）に基づいて基準信号および／又はその派生信号を決定するように構成されるライン
アクイジタを更に備える、請求項１に記載の復調器。
【請求項３】
　前記ＰＬＬ回路（２０９）が、前記ベースバンド信号のサンプリング速度を減少させ、
また、縮小済み信号を生成するように構成される少なくとも１つのデシメータを含み、前
記複素数値イコライザが前記第1等化済み信号を前記縮小済み信号に基づいて決定する、
請求項1または２に記載の復調器。
【請求項４】
　前記複素数値イコライザは、前記ＰＬＬ回路がロック状態で操作される場合にしか操作
されない、請求項1または２に記載の復調器。
【請求項５】
　前記複素数値イコライザと第２の処理経路を備える第１の処理経路と、
　前記第１の処理経路と前記第２の処理経路を切り替えるように構成されるスイッチであ
り、前記ＰＬＬ回路がロック状態で操作されると、前記スイッチが前記第１の処理経路に
切り替わり、前記ＰＬＬ回路が非ロック状態で操作されると、前記スイッチが前記第２の
処理経路に切り替わるスイッチを前方経路が備える、請求項1または２に記載の復調器。
【請求項６】
　前記第２の処理経路が遅延をもたらすように構成される遅延メカニズム（３２２）を備
え、前記遅延が、前記第１の処理経路中のコンポーネントによってもたらされた遅延と実
質的に等しい、請求項５に記載の復調器。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのデシメータのうちの第１のデシメータ（３１８）が、前記第１の
処理経路中で前記複素数値イコライザより前方に配置される、請求項５に記載の復調器。
【請求項８】
　前記第１の処理経路が、前記複素数値イコライザより後方に配置されたサンプリング速
度インクリーザ（３３０）を備え、前記サンプリング速度インクリーザが、前記少なくと
も１つのデシメータのうちの一つに入力される信号のサンプリング速度と同じ速度にまで
前記第1等化済み信号のサンプリング速度を増加させるように設定される、請求項７に記
載の復調器。
【請求項９】
　前記前方経路が、広帯域フィルタと狭帯域フィルタを切り替えるように構成されるさら
なるスイッチを備え、前記さらなるスイッチと、広帯域フィルタと、狭帯域フィルタが前
記複素数値イコライザより前方に配置され、前記ＰＬＬ回路がロック状態で操作されると
、前記スイッチが前記狭帯域フィルタに切り替わり、前記ＰＬＬ回路が非ロック状態で操
作されると、前記スイッチが前記広帯域フィルタに切り替わる、請求項５に記載の復調器
。
【請求項１０】
　前記前方経路が前記少なくとも１つのデシメータのうちの第２のデシメータを備え、前
記第２のデシメータが前記さらなるスイッチより前方に配置される、請求項９に記載の復
調器。
【請求項１１】
　前記入力信号がアナログのテレビ信号である、請求項1または２に記載の復調器。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれか一項に記載の復調器を備える受信機。
【請求項１３】
　復調する方法であり、前記方法が、
　復調器（２００）への入力信号（２０１）をベースバンド信号（２０３）に変換するス
テップと、
　複素数値イコライザ（３２６）により、前記ベースバンド信号（２０３）を等化するス
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テップと、
　前記等化するステップの結果として第1等化済み信号を生成するステップと、
　複素数値イコライザ（３２６）から出力される前記第１等化済信号（３２８）に基づい
て、ＰＬＬサブユニットが、位相および／又は周波数補正信号を生成するステップと、
　前記ＰＬＬサブユニット（３４０）と前記複素数値イコライザ（３２６）とを含むＰＬ
Ｌ回路（２０９）が、前記位相および／または周波数補正信号に基づいて、前記ベースバ
ンド信号（２０３）における周波数オフセットを補正し、補正された複素数値ベースバン
ド信号（２１０）を出力する、ステップと、
　前記補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）から導出された信号と、前記位相
および／または周波数補正信号に基づいて、前記複素数値イコライザの複素数値フィルタ
係数を決定するステップとを備え、
　前記ベースバンド信号から導出された信号は、複素数値イコライザ（３２６）により等
化されていない信号である、ことを特徴とする、方法。
【請求項１４】
　前記入力信号（２０１）に含まれたライン情報を所得するステップを含み、前記複素数
値フィルタ係数が前記ライン情報に基づいて決定される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ベースバンド信号のサンプリング速度を減少させるステップと、
　前記サンプリング速度を減少させるステップに基づいて、縮小済み信号を生成するステ
ップと、
　前記第1等化済み信号を前記縮小済み信号に基づいて決定するステップとを含む、請求
項１３または１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記等化するステップが、前記ＰＬＬ回路がロック状態で操作される場合にしか実行さ
れない、請求項１３または１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記入力信号がアナログのテレビ信号である、請求項１３または１４に記載の方法。
【請求項１８】
　入力信号を復調する方法をコンピュータに実行させるコンピュータプログラム命令を含
むコンピュータプログラムであって、前記方法は、
　復調器（２００）への入力信号（２０１）をベースバンド信号（２０３）に変換するス
テップと、
　複素数値イコライザ（３２６）により、前記ベースバンド信号（２０３）を等化するス
テップと、
　前記等化するステップの結果として第1等化済み信号を生成するステップと、
　複素数値イコライザ（３２６）から出力される前記第１等化済信号（３２８）に基づい
て、ＰＬＬサブユニットが、位相および／又は周波数補正信号を生成するステップと、
　前記ＰＬＬサブユニット（３４０）と前記複素数値イコライザ（３２６）とを含む前記
ＰＬＬ回路（２０９）が、前記位相および／または周波数補正信号に基づいて、前記ベー
スバンド信号（２０３）における周波数オフセットを補正し、補正された複素数値ベース
バンド信号（２１０）を出力する、ステップと
　前記補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）から導出された信号と、前記位相
および／または周波数補正信号に基づいて、前記複素数値イコライザの複素数値フィルタ
係数を決定するステップとを備え、
　前記ベースバンド信号から導出された信号は、複素数値イコライザ（３２６）により等
化されていない信号である、ことを特徴とする、コンピュータプログラム。
【請求項１９】
　アナログのテレビ信号を受信して復調する受信機であり、前記受信機が、
　前記アナログのテレビ信号をベースバンド信号（２０３）に変換するベースバンドコン
バータ（２０２）と、
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　前記ベースバンド信号（２０３）を等化し、第1等化済み信号（３２８）を出力するイ
コライザ（３２６）と、
　イコライザ（３２６）から出力された前記第１等化済信号（３２８）に基づいて、位相
および／または周波数補正信号を生成するように構成されるＰＬＬサブユニット（３４０
）と、
　前記位相および／または周波数補正信号に基づいて、前記ベースバンド信号（２０３）
における周波数オフセットを補正し、補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）を
出力するように構成される、前記ＰＬＬサブユニット（３４０）と前記イコライザ（３２
６）とを含むＰＬＬ回路（２０９）と、
 
　前記補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）から導出された信号と、前記位相
および／または周波数補正信号に基づいて、前記イコライザの複素数値フィルタ係数を決
定するように構成されるプロセッサ（２１６）とを備え、
　前記ベースバンド信号から導出された信号は、イコライザ（３２６）により等化されて
いない信号である、ことを特徴とする受信機。
【請求項２０】
　アナログのテレビ信号を受信して復調する受信機であり、前記受信機が、
　前記アナログのテレビ信号をベースバンド信号（２０３）に変換するベースバンドコン
バータ（２０２）と、
　前記ベースバンド信号（２０３）を等化し、第1等化済み信号（３２８）を出力するイ
コライザ（３２６）と、
　イコライザ（３２６）から出力された前記第１等化済信号（３２８）に基づいて、位相
および／または周波数補正信号を生成するように構成されるＰＬＬサブユニット（３４０
）と、
　前記位相および／または周波数補正信号に基づいて、前記ベースバンド信号（２０３）
における周波数オフセットを補正し、補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）を
出力するように構成される、第１のデシメータ、前記イコライザおよび第２のデシメータ
を含むフォワード経路を備えた、ＰＬＬ回路（２０９）と、
　前記補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）から導出された信号と、前記位相
および／または周波数補正信号に基づいて、前記イコライザの複素数値フィルタ係数を決
定するように構成されるプロセッサ（２１６）とを備え、
　前記ベースバンド信号から導出された信号は、イコライザ（３２６）により等化されて
いない信号である、ことを特徴とする受信機。
【請求項２１】
　アナログのテレビ信号を受信して復調する受信機であり、前記受信機が、
　前記アナログのテレビ信号をベースバンド信号（２０３）に変換するベースバンドコン
バータ（２０２）と、
　前記ベースバンド信号（２０３）を等化し、第1等化済み信号（３２８）を出力するイ
コライザ（３２６）と、
　イコライザ（３２６）から出力された前記第１等化済信号（３２８）に基づいて、位相
および／または周波数補正信号を生成するように構成されるＰＬＬサブユニット（３４０
）と、
　前記位相および／または周波数補正信号に基づいて、前記ベースバンド信号（２０３）
における周波数オフセットを補正し、補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）を
出力するように構成される、フォワード経路と前記ＰＬＬサブユニット（３４０）を含Ｐ
ＬＬ回路（２０９）であり、前記フォワード経路は、信号処理手順において、テレビ信号
のサンプリング速度を低下させるように構成される第１と第２のデシメータと、前記イコ
ライザと、前記テレビ信号のサンプリング速度を増加させるように構成される第1および
第2アンプリング速度インクリサとを含む、前記ＰＬＬ回路（２０９）と、
　前記補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）から導出された信号と、前記位相
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および／または周波数補正信号に基づいて、前記イコライザの複素数値フィルタ係数を決
定するように構成されるプロセッサ（２１６）とを備え、
　前記ベースバンド信号は、イコライザ（３２６）により等化されていない信号である、
ことを特徴とする、受信機。
【請求項２２】
　入力信号を復調する方法であり、前記方法が、
　復調器（２００）への入力信号（２０１）をベースバンド信号（２０３）に変換するス
テップと、
　前記ベースバンド信号（２０３）を等化するステップと、
　前記等化するステップの結果として第1等化済み信号を生成するステップと、
　前記第１等化済信号（３２８）に基づいて、ＰＬＬサブユニットが、位相および／又は
周波数補正信号を生成するステップと、
　ＰＬＬ回路（２０９）が、前記位相および／または周波数補正信号に基づいて、前記ベ
ースバンド信号（２０３）における周波数オフセットを補正し、補正された複素数値ベー
スバンド信号（２１０）を出力する、ステップと、
　前記補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）と、前記位相および／または周波
数補正信号に基づいて、複素数値フィルタ係数を決定するステップとを備え、
　前記ベースバンド信号は、等化されていない信号である、ことを特徴とする、方法。
【請求項２３】
　入力信号を復調する手段であり、前記手段が、
　復調器（２００）への入力信号（２０１）をベースバンド信号（２０３）に変換する手
段と、
　前記ベースバンド信号（２０３）を等化する手段と、
　前記等化の結果として第1等化済み信号を生成する手段と、
　前記第１等化済信号（３２８）に基づいて、位相および／または周波数補正信号を生成
するように構成されるＰＬＬサブユニット（３４０）と、
　前記位相および／または周波数補正信号に基づいて、前記ベースバンド信号（２０３）
における周波数オフセットを補正し、補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）を
出力する、前記ＰＬＬサブユニット（３４０）と前記等化する手段とを含む手段と、
　前記補正された複素数値ベースバンド信号（２１０）と、前記位相および／または周波
数補正信号に基づいて、前記等化する手段の複素数値フィルタ係数を決定する手段とを備
え、
　前記ベースバンド信号は、前記等化する手段（３２６）により等化されていない信号で
ある、ことを特徴とする、入力信号を復調する手段。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、復調器、受信機および入力信号を復調する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信において、またケーブルを介しての送信においても、無線信号は様々にひずむ
。このひずみ信号は次に、受信機、復調器または他の信号処理デバイスによって受信され
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、ひずんでいる可能性のある入力信号の復調を向上させることを可能と
する復調器、受信機および復調方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００４】
　この目的は、請求項１に記載の復調器、請求項１４に記載の受信機および請求項１５に
記載の復調方法によって解決される。
【０００５】
　本発明のさらなる詳細は、図面とそれに続く説明を読めば明らかになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下に、本発明の実施形態を説明する。以下に説明する実施形態は全て、どのように組
み合わせてもよい、すなわち、記載するある実施形態が他の実施形態を組み合わせること
を禁止するような規制はないことに注意することが重要である。
【０００７】
　以下の説明は、信号が無線チャネルを介して送信される例を主として示していることに
留意されたい。しかしながら、このチャネルが無線チャネルでなくてはならない規制はな
い。以下に説明する原理は、信号がケーブルを介して送信される場合にも同様に応用可能
である。
【０００８】
　図１に、テレビ信号５０を放送する、例えばテレビ放送局である、放送局４０を示す。
【０００９】
　テレビ信号５０は、ユーザのテレビ受像機５９のアンテナ５８によって受信される。し
かしながら、アンテナ５８は、テレビ信号５０を構成するいくつかの部分、すなわち、前
記テレビ信号５０を構成する第１のエコー信号５０－１、前記テレビ信号５０を構成する
第２のエコー信号５０－２および前記テレビ信号５０を構成する主経路信号５０－３を受
信することができる。第１のエコー信号５０－１は、第１の障害物５４、例えば、山によ
って引き起こされたものである。第２のエコー信号５０－２は、第２の障害物５５、例え
ば建物によって引き起こされたものである。主経路信号５０－３は、どの障害物からも反
射されることなくアンテナ５８から受信されたものである。
【００１０】
　受信信号５０－１、５０－２および５０－３をテレビ受像機５９内で復調する際、復調
された映像が画像ひずみを含むことがある。
【００１１】
　図１およびさらなる説明ではテレビ信号を記述しているが、本発明の記述実施形態のど
れもが、無線信号を放送／受信する無線通信、例えば衛星通信の分野、および、エコーを
含む可能性のある信号を復調する必要がある他の様々な分野で応用されえることに注意す
ることが重要である。例えば、ここに説明する原理はまた、直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）信号に応用される。
【００１２】
　図２は、受信機によって受信される信号ｓ（ｔ）を描写している線図１００である。こ
の信号ｓ（ｔ）は、主経路の信号（例えば図１の信号５０－３）に相当する主経路信号ｍ
（ｔ）と、エコー経路の信号（例えば図１の信号５０－１および５０－２）に相当するエ
コー経路信号ｅ（ｔ）を含んでもよい。したがって、主経路信号ｍ（ｔ）は、どの障害物
に反射されることなく受信機によって受信されている。エコー信号ｅ（ｔ）は、主信号ｍ
（ｔ）のエコー版に相当するものであり、障害物で反射している。
【００１３】
　線図１００は、主経路信号ｍ（ｔ）とエコー信号ｅ（ｔ）の和に相当する信号ｓ（ｔ）
の実数部分Ｒｅ｛ｓ（ｔ）｝と虚数部分Ｉｍ｛ｓ（ｔ）｝を示している。
【００１４】
　線図１００に示すように、主経路信号ｍ（ｔ）は実数信号であり、これは図２の例では
、ｔ＝１．５～５に及ぶ範囲１０２ではいくぶん振幅が低く、ｔ＝５～３０の範囲１０４
と１０６では振幅がいくぶん高くなっている。見れば分かるように、主経路信号ｍ（ｔ）
の振幅は、ｔ＝５の時点１０３でいくぶん低いレベルから高いレベルにジャンプしている
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。
【００１５】
　主経路信号ｍ（ｔ）のエコー版に相当するエコー信号ｅ（ｔ）が、ある遅延時間だけ遅
れて主経路信号ｍ（ｔ）の信号経路を辿っている。さらに、エコー信号ｅ（ｔ）が虚数部
分を含むことが分かる。
【００１６】
　エコー信号ｅ（ｔ）はある遅延時間をもって主経路信号ｍ（ｔ）の後に続くため、時点
１０３における主経路信号ｍ（ｔ）の振幅は、ｔ＝１８あたりの後の時点１０５で増大す
る。
【００１７】
　信号ｓ（ｔ）は、主経路信号ｍ（ｔ）とエコー信号ｅ（ｔ）の和に相当するため、信号
ｓ（ｔ）は時点１０３と時点１０５で変化する。エコー信号ｅ（ｔ）は虚数部分を含むた
め、信号ｓ（ｔ）もまた虚数部分を含む。
【００１８】
　信号ｓ（ｔ）は、フェーズロックドループを含む受信機によって受信される。最近では
、フェーズロックドループは周波数および／または位相の変化に対して非常に急速に反応
する。したがって、ＰＬＬ（フェーズロックドループ）は信号ｓ（ｔ）の周波数および／
または位相の後を追おうとする。その結果、ＰＬＬを過ぎると、信号は時間の経過と共に
急速に変化し、このため、受信機内でさらに処理しようとすると問題が発生することがあ
る。信号ｓ（ｔ）がテレビ信号に相当する場合、このような問題は画像のひずみを引き起
こす。以下に記述する本発明の実施形態は、このような問題を回避することができる。
【００１９】
　図３に、ベースバンドコンバータ２０２、音響復調器２０６、フェーズロックドループ
（ＰＬＬ）回路２０９、部分的ビデオ復調器２１２、ラインアクイジタ２１４、最新式Ｒ
ＩＳＣマシン（ＡＲＭ）２１６、残留側波帯実数部分フィルタ２１８、グループ遅延イコ
ライザ２２２、実数ゴースト除去イコライザ２３２、信号プロセッサ２３６および自動利
得コントローラ（ＡＧＣ）２３９を備える復調器２００を示す。最新式ＲＩＳＣマシンの
代わりに他のいずれかの適切なデータプロセッサを用いてもよいことに留意されたい。
【００２０】
　復調器２００は入力として入力信号２０１を有するが、この信号は、例えば、アナログ
のテレビ信号に相当する。
【００２１】
　ベースバンドコンバータ２０２は入力信号２０１を、複素数信号であるベースバンド変
換済み信号２０３に変換する。ベースバンド信号２０３はいまだ厳密にはその周波数がゼ
ロとはなっておらず、オフセットが例えば＋－１００Ｈｚ存在する。このオフセットをＰ
ＬＬ回路２０９で補正する。
【００２２】
　ＰＬＬ回路２０９は、ベースバンド信号２０３の導関数を複素数値フィルタ係数２２６
に基づいて等化させるように構成される複素数値イコライザ（図３にはないため、図４を
参照のこと）を備える。ＰＬＬ回路２０９は、第１の音響信号２０５と第２の音響信号２
０７を生成するために映像音響スプリッタ（図３にはないため、図４を参照のこと）をさ
らに備える。
【００２３】
　さらに、ＰＬＬ回路２０９は複素数値ベースバンド信号２１０を出力するが、この信号
は部分的ビデオ復調器２１２に供給されて、複素数値信号２１３を生成させる。複素数値
信号２１３はラインアクイジタ２１４に供給される。入力信号２０１がテレビ信号に相当
している場合、ラインアクイジタ２１４は、例えば、ゴースト除去基準（ＧＣＲ）信号な
どの基準信号を含むラインを、例えば判定する。例えば、日本では、テレビ信号のライン
１８と２８１は、ゴースト除去基準信号を含むことがある。ラインアクイジタ２１４の出
力は、例えば、基準信号がその内部で送信されるラインに関する情報を含むライン情報信
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号２１５である。
【００２４】
　ライン情報信号２１５は、前記最新式ＲＩＳＣマシン２１６に入力される。最新式ＲＩ
ＳＣマシン２１６は、ライン情報信号２１５に基づいて、実数部分フィルタ係数２２４と
複素数値フィルタ係数２２６を決定する。ここで、ライン情報信号２１５はライン情報を
含むだけではなく、フィルタ係数２２４と２２６を決定するために基準信号および／また
は基準信号の導関数も含む。例えば、基準信号の導関数は、例えばテレビ信号の互いに異
なったラインに含まれる２つの基準信号ＧＣＲ＿ＡとＧＣＲ＿Ｂに基づいて４フィールド
差信号ＧＣＲ＿Ｆとして決定してもよい。この４フィールド差信号ＧＣＲ＿Ｆは最新式Ｒ
ＩＳＣマシン２１６に供給されて、フィルタ係数２２４と２２６を決定させる。
【００２５】
　フィルタ係数２２４と２２６は、例えば、適応フィルタのフィルタ係数を決定する所定
の反復アルゴリズムに基づいて決定してもよい。この最新式ＲＩＳＣマシン２１６は、例
えば、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）またはＡＳＩＣとして実現し
てもよい。
【００２６】
　次に、実数フィルタ係数２２４を実数ゴースト除去イコライザ２３２のハードウエアレ
ジスタ中にコピーされる。複素数値フィルタ係数２２６はＰＬＬ回路２０９中の複素数値
イコライザのハードウエアレジスタ中にコピーする。複素数値イコライザ３２６中で複素
数値フィルタ係数２２６をコピー／更新している間に、ＰＬＬを単に停止し、これによっ
て、ＰＬＬが係数の更新で誤動作することを回避するようにしてもよい。
【００２７】
　入力信号２０１がテレビ信号ではないが、他の何らかのタイプの信号である場合、ライ
ンアクイジタ２１４は、前記入力信号２０１内の基準信号を検出するように構成し、この
基準信号を次に前記最新式ＲＩＳＣマシン２１６中で用いて、フィルタ係数２２４と２２
６を決定するようにしてもよい。
【００２８】
　複素数値信号２１３を、残留側波帯フィルタおよび実数部分演算器２１８でさらに処理
して、実数値信号２２０を出力する。実数値信号２２０を次にグループ遅延イコライザ２
２２に供給して、グループ遅延等化済み信号２３０を生成する。グループ遅延等化済み信
号２３０を前記実数値ゴースト除去イコライザ２３２に対する入力として用いる。実数値
ゴースト除去イコライザ２３２の出力は、実数値等化済み信号２３４であり、この信号は
信号プロセッサ２３６中で処理されて次に自動利得コントローラ２３９に供給される。入
力信号２０１がテレビ信号であれば、実数等化済み信号２３４はエコー等化ベースバンド
ビデオ信号に相当する。自動利得コントローラ２３９は、最終的には利得制御済みビデオ
信号２４０を出力する。
【００２９】
　ＰＬＬ回路２０９ではチャネルを選択することが可能になっている、すなわち、例えば
テレビチャネルを切り替えると、ＰＬＬ回路２０９が新たなチャネルの位相と正確な周波
数を検出しようとすることに留意されたい。
【００３０】
　ＰＬＬ回路２０９と実数値ゴースト除去イコライザ２３２に関連して、これらのコンポ
ーネントはリアルタイムでフィルタリングすることが可能なようになっていることに留意
されたい。
【００３１】
　図３の復調器２００に関連して、上記の説明から明らかなように、ビデオ信号は、実数
部分が決定されるまでは等化されないことにさらに留意されたい。したがって、不等化さ
れたビデオ信号を、フィルタ係数２２４と２２６を信号２１３から決定するために利用す
ることが可能である。本明細書全体にわたって、「等化する」と「イコライザ」という用
語は、それぞれ、チャネルのひずみを等化することと、チャネルのひずみを等化するよう
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に構成されるイコライザのことを意味することに留意されたい。
【００３２】
　図４に、ＰＬＬ回路２０９を示す。
【００３３】
　ＰＬＬ回路２０９は、第１のマルチプライア３００、第２のマルチプライア３０１、第
１の遅延ユニット３０２、映像音響スプリッタ３０６、第１のデシメータ３０８、ＰＬＬ
フィルタ３１２、第２のデシメータ３１８、第２の遅延ユニット３２２、複素数値イコラ
イザ３２６、第１のサンプリング速度インクリーザ３３０、第１のスイッチ３３４、第２
のサンプル速度インクリーザ３３６、ＰＬＬサブユニット３４０、位相シフタ３４４およ
びＰＬＬ補正信号プロセッサ３４８を備える。ＰＬＬサブユニット３４０は、周波数補正
信号３４２－１と位相補正信号３４２－２を生成するように構成される。
【００３４】
　図３に関連して上述したように、ベースバンド変換済み信号２０３は、ＰＬＬ回路２０
９に対する入力信号として用いられる。このベースバンド変換済み信号２０３は第１の遅
延ユニット３０２によって遅延されて、第１の遅延済み信号３０３となる。この遅延時間
は、コンポーネント３０８、３１２、３１８、３２６、３３０、３３６、３４０および３
４４によって引き起こされた遅延時間に相当するように選ばれる。
【００３５】
　上記したように、最新式ＲＩＳＣマシン２１６によって決定された複素数値フィルタ係
数２２６は、複素数値イコライザ３２６のハードウエアレジスタ中にコピーされる。
【００３６】
　ＰＬＬ回路２０９は、前方経路３６０とフィードバック経路３６２を備える。前方経路
３６０は、第１のデシメータ３０８、ＰＬＬフィルタ３１２、第２のデシメータ３１８、
複素数値イコライザ３２６、第１のサンプリング速度インクリーザ３３０、第１のスイッ
チ３３４、第２の遅延ユニット３２２、第２のサンプル速度インクリーザ３３６およびＰ
ＬＬサブユニット３４０を備える。フィードバック経路３６２は、ＰＬＬ補正信号プロセ
ッサ３４８を備える。
【００３７】
　第１のデシメータ３０８と第２のデシメータ３１８は各々が、それぞれの入力信号のサ
ンプリング速度を減少させる働きをする。第１のデシメータ３０８に対するこの入力信号
のサンプリング速度は、例えば、半分だけ減少されてもよい。したがって、第１の縮小済
み信号３１０のサンプリング速度はベースバンド変換済み信号２０３の半分である。第２
のデシメータ３１８はこのサンプリング速度をさらに半分だけ減少させる。したがって、
第２の縮小済み信号３２０のサンプリング速度は、ベースバンド変換済み信号２０３のサ
ンプリング速度の１／４となる。
【００３８】
　複素数値イコライザ３２６が実行する必要がある演算の数はサンプリング速度に依存す
るため、第２の縮小済み信号３２０のサンプリング速度が低いことによって、前記複素数
値イコライザ３２６による等化のために必要とされる演算の数が少なくなる。複素数値イ
コライザ３２６の出力は第１の等化済み信号３２８である。
【００３９】
　さらなる処理において、第１の等化済み信号３２８のサンプリング速度は、第１のサン
プリング速度インクリーザ３３０と第２のサンプリング速度インクリーザ３３６によって
増加されて、第２のサンプル速度増加済み信号３３８となる。第２のサンプル速度増加済
み信号３３８のサンプリング速度は、ベースバンド変換済み信号２０３のサンプリング速
度に相当する。
【００４０】
　第１のサンプリング速度インクリーザ３３０と第２のサンプリング速度インクリーザ３
３６がサンプリング速度を増加させようとするがその作用は一般的に低いことに留意され
たい。



(10) JP 5410030 B2 2014.2.5

10

20

30

40

50

【００４１】
　図４に示すように、複素数等化ユニット３１６は、第２のデシメータ３１８、複素数値
イコライザ３２６および第１のサンプリング速度インクリーザ３３０を含む第１の処理経
路を備える。複素数等化ユニット３１６はさらに、第２の遅延ユニット３２２を含む第２
の処理経路を備える。
【００４２】
　第１のスイッチ３３４によって、第１の処理経路と第２の処理経路を切り替えることが
可能となる。
【００４３】
　ユーザがチャネル、例えば、テレビチャネルを切り替えた直後に、例えば、ある時間期
間にわたって非ロック状態でＰＬＬ回路２０９が操作されると、第１のスイッチ３３４が
第２の処理経路に切り替わる。
【００４４】
　ＰＬＬ回路２０９がロック状態で操作されると、第１のスイッチ３３４は第１の処理経
路に切り替わって、複素数値イコライザ２２６を起動させる。
【００４５】
　第２の遅延ユニット３２２によってもたらされた遅延時間は第２のデシメータ３１８、
複素数値イコライザ３２６および第１のサンプリング速度インクリーザ３３０によっても
たらされた遅延時間に相当し、これで、第１のスイッチ３３４によって第１の処理経路が
選択されるか第２処理経路が選択されるかによる遅延時間差が存在しないようになってい
ることに留意されたい。
【００４６】
　低いサンプリング速度を持つ信号３２０で複素数値イコライザ３２６が動作するため、
本明細書に提案する複素数値イコライザの複雑さが軽減されるが、これは、ＰＬＬによっ
て監視される狭帯域信号内のゴーストをこのイコライザが単独で補償するからである。
【００４７】
　したがって、本発明の提案する実施形態では、アナログテレビ信号中の複素数値ゴース
トが完全に補償され、既存のソリューションに入り込みやすい複雑度の低いソリューショ
ンや全体的な安定したソリューションが可能となるが、これは、フィルタ係数計算用の入
力信号が等化されることがなく、また、ビデオＰＬＬに到達する以前に複素数値フィルタ
のフィルタ係数が更新されるため、係数を更新している間はＰＬＬを単に停止することに
よって取り扱いが容易なものとなるからである。
【００４８】
　図５に、第２のスイッチ３６４、広帯域フィルタ３６６および狭帯域フィルタ３６８を
含むＰＬＬフィルタ３１２を示す。
【００４９】
　第２のスイッチ３６４によって、広帯域フィルタ３６６と狭帯域フィルタ３６８を切り
替えることが可能になる。したがって、ＰＬＬ回路２０９を非ロック状態で操作する場合
には広帯域フィルタ３６６が適用され、ＰＬＬ回路２０９をロック状態で操作する場合に
は前記狭帯域フィルタ３６８が適用されるように第２のスイッチ３６４を操作する。
【００５０】
　例えば、チャネルが切り替えられると、ＰＬＬは非ロック状態で操作され、広帯域フィ
ルタ３６６を適用することによって、ＰＬＬが操作される周波数範囲が増加して、例えば
、周波数範囲は±２００Ｈｚに相当するものとなることがある。
【００５１】
　一方、ロック状態では、狭帯域フィルタ３６８によって、ＰＬＬの周波数範囲はロック
状態での±１００Ｈｚにまで減少する。
【００５２】
　図６に、本発明のさらなる実施形態として復調器６００を示すが、この復調器６００は
、例えばエコーを含む入力信号６０１を復調するように構成される。
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【００５３】
　復調器６００はＰＬＬ回路６０２を備えるが、この回路はイコライザ６０４とＰＬＬサ
ブユニット６０６を含む。図６に示すように、イコライザ６０４の出力信号６０５が、Ｐ
ＬＬサブユニット６０６に対する入力信号として用いられている。イコライザ６０４によ
って、例えば、入力信号６０１を複素数値に等化させることが可能となる。したがって、
ＰＬＬサブユニット６０６はエコーのない信号６０５（信号６０５はもはや複素数値エコ
ーを含まない）を受信する。したがって、ＰＬＬは出力ビデオ信号６０８に対してなんら
ひずみをもたらすことはないが、このようなひずみは、ＰＬＬがエコー信号に起因する角
度変化を補償しようとするとその結果発生することがある。
【００５４】
　図７に、本発明のさらに別の実施形態を示す。この実施形態によれば、複素数値イコラ
イザ７０２とＰＬＬ回路７０４を備える復調器７００が提供される。ＰＬＬ回路７０４は
、ＰＬＬサブユニット７０６を含む。入力信号７０１は、例えば、図２に関連して上述し
たようなエコーを含むことがある。このようなエコーは複素数値イコライザ７０２によっ
て等化され、その結果、ＰＬＬ回路７０４に対する入力として用いられる信号７０３とな
る。入力信号７０１は複素数値イコライザ７０２によって等化されるため、ＰＬＬ回路７
０４用の入力として用いられる信号７０３はエコーを含まないことがある。したがって、
この実施形態によれば、ＰＬＬ回路７０４は、エコーによるひずみをまったくビデオ信号
に対してもたらすことはない。
【００５５】
　図７から明らかなように、本発明のこの実施形態によれば、複素数値イコライザはＰＬ
Ｌ回路７０４より前に配置される。
【００５６】
　図８に、本発明のさらに別の実施形態を示す。この実施形態によれば、復調器８００は
、ベースバンドコンバータ８０２、複素数値イコライザ８０４、ＰＬＬ回路８０５、部分
的ビデオ復調器８０８、残留側波帯実数部分フィルタ８１０、グループ遅延イコライザ８
１２、実数値ゴースト除去イコライザ８１４、ラインアクイジタ８１６および最新式ＲＩ
ＳＣマシン８１８を含む。
【００５７】
　エコーを含む可能性のある入力信号８０１をベースバンドコンバータ８０２でベースバ
ンド変換して、ベースバンド変換済み信号８０３を生成する。ベースバンド変換済み信号
８０３は次に複素数値イコライザ８０４で処理されて、フィルタリング済み信号８０５と
なる。複素数値イコライザ８０４はベースバンド変換済み信号８０３に含まれるエコー信
号を等化するため、フィルタリング済み信号８０５にはエコーは含まれない。したがって
、ＰＬＬ回路８０６は、入力信号８０１にエコーが含まれる場合にこのエコーに起因する
いかなる信号部分によっても妨害されることはない。残留側波帯実数部分フィルタ８１０
中のビデオ信号の実数部分を決定する前に、複素数ビデオ信号８０９をラインアクイジタ
８１６に対する入力として用いる。ラインアクイジタ８１６は、例えば、ライン情報を決
定する。
【００５８】
　入力信号８０１がテレビ信号であれば、ラインアクイジタ８１６は、例えば、ゴースト
除去基準信号が存在しているラインを決定する。
【００５９】
　入力信号８０１がテレビ信号以外の信号に対応する場合、ラインアクイジタ８１６は、
信号８０９に含まれる基準信号を決定する機能性を含む。
【００６０】
　最新式ＲＩＳＣマシン８１８は、ラインアクイジタ８１６が出力したライン情報および
／または基準信号に基づいて複素数値フィルタ係数８１９を決定する。
【００６１】
　複素数値フィルタ係数８１９を次に複素数値イコライザ８０４に供給して、ベースバン
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ド変換済み信号８０３を等化させるために用いる。
【００６２】
　図９に、本発明のさらに別の実施形態を示すが、この実施形態によれば、テレビ９００
は、受信機９０１、複素数値イコライザ９０４、ＰＬＬ回路９０６、信号プロセッサ９０
８およびディスプレイ９１０を備える。
【００６３】
　受信機９０２はイコライザ９０４とＰＬＬ回路９０６を含む。
【００６４】
　受信機９０２は、エコーを含む可能性のある入力信号９０１を受信する。複素数値イコ
ライザ９０４は、入力信号９０１のエコー経路を等化し、これによって、エコーを含まな
い、すなわち、入力信号９０１に含まれるエコーが除去されたビデオ信号に相当する等化
済み信号９０５を生成する。
【００６５】
　したがって、エコーを含まない信号９０５をＰＬＬ回路９０６に提供することが可能で
ある。
【００６６】
　ＰＬＬ回路９０６の出力信号をさらに信号プロセッサ９０８で処理して、ディスプレイ
９１０を制御する信号を生成する。ＰＬＬ回路９０６はいかなるエコーによっても妨害さ
れないので、ディスプレイ９１０上に表示される画像は、例えばエコー信号によって引き
起こされるひずみをまったく持たないものとなる。
【００６７】
　図１０に、エコーを含む可能性のある入力信号を復調する方法ステップを示すフローチ
ャートである。第１のステップＳ１０００で、この入力信号の複素数値エコーが等化され
る。その結果、複素数値が等化済み信号となる。ステップＳ１００２では、例えば、ＰＬ
Ｌを用いて、この複素数値等化済み信号の信号周波数と位相とを追跡する。
【００６８】
　以下の説明は、当業者が本発明をよりよく理解する助けとなる。
【００６９】
　多重伝播する場合（例えば無線テレビ放送）、テレビベースバンド信号を、伝達信号を
遅延させたり減衰させたりしたいくつかの信号から構成するようにする。しかしながら、
伝達信号は、受信信号をチャネルごとに等化することによって回復される。この等化動作
は、復調されたテレビ信号の実数値部分を等化することによって実現される。しかしなが
ら、この等化方式では、復調プロセスの初期の段階でビデオ搬送波の位相の回復（ビデオ
ＰＬＬ）が不完全なために問題が発生する。したがって、上述したように、ベースバンド
変換済み信号の複素数値部分を等化する方法が適用される。
【００７０】
　無線チャネル上または有線チャネル上で多重伝播すると、テレビ信号中に好ましくない
エコーが発生することがある。図１に示すように、受信されるテレビ信号は、伝達信号を
遅延させたり減衰させたりしたいくつかの信号を重ね合わせることによって表現されてい
る。ベースバンド信号は、帯域制限してダウン変換された後では、主経路と、復調された
テレビ信号中では妨害電波として特定されるいくつかの複素数値エコーとによって表現さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】ひずみ信号がテレビ受像機によって受信される例示のシナリオを示す図である。
【図２】受信信号とその様々な成分を示す線図である。
【図３】本発明の実施形態による復調器を示す図である。
【図４】本発明のさらに別の実施形態によるＰＬＬ回路を示す図である。
【図５】本発明のさらに別の実施形態によるＰＬＬフィルタを示す図である。
【図６】本発明のさらに別の実施形態による復調器の主要なコンポーネントを示す図であ
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る。
【図７】本発明のさらに別の実施形態による復調器の主要なコンポーネントを示す図であ
る。
【図８】本発明のさらに別の実施形態による復調器を示す図である。
【図９】本発明のさらに別の実施形態によるテレビ受像機である。
【図１０】本発明のさらに別の実施形態による復調方法の方法ステップを示すフローチャ
ートである。

【図１】 【図２】
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